
順位

Ｈ1７

2.86

Ｈ1７

2.86

Ｈ1７

2.86

Ｈ1７

2.86

1,457,899

1,457,899 11.01,734,714

1,457,8991,481,621

10

10

1,734,714

1,734,714 1,481,621

1,481,621

1,481,6211,734,714 11.0

11.0

11.0

1,276.0

45,000.0 45,000.0

2,500.0

1,644.0

1,457,89910

◆総合計画における位置付け等

2,022.0

指標５
（単位：　）

44,131.0

1,334.0

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

1,747,708 1,502,195

指標３
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：人　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

人件費 107,468 109,078

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

実績値

市民文化祭への参加者数 （人）

市民ギャラリー展示室の利用者数
(人)

平成20年度（決算）

市民合同演奏会の入場者数（人）

市民局

文化国際課

１　施策の目的
※16120 芸術・文化をはぐくむ環境づくり　と統合して評価

笠原恭子課長名

第６章　彩りのある市民文化を創造します

豊かな市民文化の創造

年度

　市民の自主的な文化活動への参加や発表の機会の充実に努めるなど、多彩な市民文化活動を支援するとともに、文化を担う人材の育
成に努めます。また、市民文化財団との連携を強め、質の高い芸術文化の鑑賞機会の充実など、市民の芸術文化への理解を深めます。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

２　施策の概要
・市民文化祭等の開催、文化協会などの市民文化団体の自主事業の支援
・文化ホールにおいて、それぞれの施設の特徴や特性を生かした多彩なジャンルの事業展開
・市民ギャラリーや市民文化財団の自主事業等により、文化を担う人材育成

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

2,476 2,116

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

791,458.0 1,000,000.0

目標値 実績値実績値 目標値

923,855.0 948,251.01,000,000.0 1,000,000.01,000,000.0

目標値 目標値

49,319.0 36,025.0

1,815.0 2,500.0 2,500.01,996.0

1,600.0 1,600.0

指標１
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

2,500.0

10

45,000.0 45,000.0

1,600.01,600.0

総事業費・人員
（単位：千円・人）

文化会館等４ホール施設の年間利用
者数（人）

基準値

H17参加者数（Ｈ17目標人数2500人）

H17利用者数（H17目標利用者数45000人）
※利用者は、主催者と入場者数の合計

H17入場者数（H17目標入場者数1600人）

文化会館や杜のホールはしもと等４ホール
施設の年間利用者数を100万人にすることを
目指す。

市民文化祭への作品出品などの参加者数
を目標値とした。

市内唯一の市立の美術作品等展示施設の
利用者数を目標値とした。

指標名

16110

合同演奏会への入場者数1600人（会場ｸﾞﾘｰ
ﾝﾎｰﾙ相模大野の約90％）を目標値とした。

H17利用者数（H17目標利用者数791,458人）

第１節　多彩な市民文化の振興

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

1

2

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

3

4

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

課題
　ここ数年、指標に基づく事業成果は向上してきていたが、今回は前回より落ち込む事業が多かった。市民全体
の文化芸術に対する意識啓発とともに、事業成果の再向上に努める必要がある。

解決策
　文化・芸術については行政施策のみで振興するのではなく、市民や企業等とともに取り組みことが効果的と考
える。現在改定作業を進めている「さがみはら文化振興プラン」の中で、こうした考え方を盛り込むなどして、今
後の文化・芸術振興に取り組んでいく。

○この施策の満足度は3.186で全119施策の中で64番目。
○重要度は3.022で118番目である。
○改善要望度は-0.581で118番目である。

Ｈ20評価点

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）

評価点

２次評価

6
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計

１次評価

B

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

　市民文化祭の参加者は、前回より大幅に増えたものの目標の2500人には及ばなかっ
た。実施主体である実行委員会は、独自で協賛金を集めるなど自主運営化を進めている
が、構成する文化団体の高齢化は否めない状況にある。今後は、種目・構成団体を増や
すなどの対策が必要である。

　前回調査では、満足度（3.206）、重要度（3.223）であり満足度は平均を上回ったものの重
要度はかなり下回る結果だったが、今回の調査では満足度（3.186）、重要度（3.122）とも平
均値を下回った。都市化が進む中、文化・芸術の果たす役割は今後も高まると考えてお
り、平成19年度に実施した「文化芸術等に関する調査」等に基づいて、現在改定作業を進
めている「さがみはら文化振興プラン」の中で施策を見直していきたい。

4　2　1

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

豊かな市民文化の創造

津久井

南部

西部

北部

70歳以上

60代

50代

40代

30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△

施策 3.186 64位 3.022 118位
２０代 3.250 40位 3.000 119位
３０代 3.108 59位 2.756 118位
４０代 3.115 57位 2.882 118位
５０代 3.068 95位 2.961 119位
６０代 3.130 97位 3.149 118位
７０歳以上 3.443 37位 3.347 116位
北部 3.214 63位 3.041 118位
西部 3.127 81位 2.885 119位
南部 3.209 45位 3.052 117位
津久井 3.171 61位 3.098 116位

満足度 重要度
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